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技 術 概 要 
 

技術名称 shamen-net計測情報提供サービス 担当部署 国際航業(株)モニタリング部 

NETIS登録番号 KT-190078-A 担当者 飯島功一郎 

社名等 shamen-net研究会 電話番号 042-307-7210 

技術の概要 1. 技術開発の背景及び契機 

「準天頂衛星（QZSS)」が2018年度に4機体制となり、我が国における衛星測位サービ

スはますます機能性を高め、さらなる利用シーンの拡大に期待が寄せられています。 

建設分野においては、国土交通省が「i-construction」を提唱し、ICTの全面的活用

による建設現場の生産性向上、合理化や高度化などを推進し、建設生産システム全体の

底上げを図る取り組みが進められています。また、今後著しく老朽化が進行する社会イ

ンフラの維持管理を適切に実行し、インフラの長寿命化を実現することも大きな課題と

なっています。防災分野においては、災害の頻発・激甚化対応とともに、膨大な数の災

害危険箇所を限られた財源や管理体制の元で、効率的かつ適切に管理することが求めら

れています。 

これら各分野の重要課題に対応すべく、技術革新が著しいGPS/GNSS測位技術によって

計測される変位データをもとに、従来の計測手法より経済性や利便性が良く、高精度な

計測・監視システムの開発が要求されつつありました。  

 

2. 技術の内容 

shamen-net計測情報提供サービスは、地盤や構造物の変位を、GPS/GNSS測位技術を 

用いて高精度に自動計測し24時間監視する技術です。 

GPS/GNSSセンサでは、毎秒～30秒毎にGPS/GNSS衛星からのデータを受信し、一定時間 

ごとに一つのファイルにまとめて、通信回線にて監視センターへデータを自動転送しま

す。 

24時間稼働の監視センターでは、基線解析処理とともに三次元座標差を算出し、時系

列統計処理技術を用いた誤差処理をしてmm単位の変位検出を行います。計算処理後に監

視センターの技術者が確認し、変位量が管理基準値を越えた場合は、監視センターから

各関係者へ通報します。 

計測結果は、インターネットでリアルタイムに配信されます。 

 

3. 技術の効果 

shamen-net計測情報提供サービスは、GPS/GNSS自動計測によって、人的な測量作業に

かかるコストを縮減し、悪天候などの気象条件に左右されずに安定した連続計測が可能

です。時系列統計処理(トレンドモデル)による誤差処理を用いたことにより、最高で

±1～1.5mm程度の精度で三次元の変位検出できます。 

監視センターを活用した連続計測監視体制ですので、変位発生有無や機器ヘルスチェ

ックを常時行い、管理者への異常通報の迅速化が可能となりました。 

また、クラウド上の専用WEBサイトによる計測データ管理は、関係者間のリアルタイ

ムな情報共有が可能となり、施工性の向上が図れます。 

 

4. 技術の適用範囲 

・GPS/GNSS衛星からの電波が常に4個以上受信できる上空視界を確保出来る範囲 

・河川、湖沼、海洋などの水面より上の範囲 

・測点間が相互に無線通信可能な範囲（障害物等により無線通信の見通しが確保出来な 

い場合は中継器を併用) 

 

5. 活用実績（令和元年12月5日現在） 

国の機関 1件（九州0件、九州以外1件） 

自治体  1件（九州1件、九州以外0件） 
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6. 写真・図・表 

 

 

 

写真1. shamen-netシステムの設置例 図1. システム概要図 

図2. 施工方法フロー及び専用WEB配信画面の例 
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技術名称 熱中症事故予防の注意喚起システム 担当部署 大阪営業所

NETIS登録番号 KK-110016-VE 担当者 福若政浩

社名等 鶴賀電機株式会社 電話番号 06-4703-3874

技術の概要

公共関係、学校関係　70件以上
民間企業　90社以上

４．技術の適用範囲

・熱中症発症の恐れがある暑熱作業現場全般
・暑さ指数(WBGT)測定部の設置場所が確保されるところ
・暑熱環境対策(熱中症事故予防対策)が必要な作業現場、屋内・屋外を問わない

５．活用実績（2020年9月30日現在）

地球の温暖化の影響により熱中症患者が年々増加傾向になっている中で、熱中症事故
予防の為に、作業現場の暑さ指数(WBGT)を常時計測・監視し、熱中症予防の注意喚起
を自動で行うシステムが求められています。

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

２．技術の内容

暑さ指数(WBGT)とは、暑熱環境下における熱中症リスクの度合いを判断するのに用いられる指
標で、人体の熱収支に影響の大きい湿度、輻射熱、気温の3つが考慮されており、湿球温度、黒
球温度、乾球温度の値を使って計算します。従来の携帯型WBGT計による監視の場合、定期計
測外の時間帯に暑熱環境が大きく変化し、上昇した暑さ指数(WBGT)を計測できない場合があり
ます。又、業務時間中に計測作業が必要であると共に、測定した結果を掲示するなど、関係者へ
知らせる作業が別途必要となります。本システムは暑さ指数(WBGT)を常時計測するため、暑熱
環境の変化を見逃すことなく熱中症事故予防に活かすことができます。又、測定した結果を大型
デジタル表示器で大きく表示させて同時に多くの人に熱中症予防を喚起したり、離れた場所に居
る関係者へリアルタイムで熱中症危険度を知らせる注意喚起の携帯メールを自動配信し、熱中
症予防に対応できます。 又、必要に応じて、暑さ指数(WBGT)測定データの保存も可能です。

３．技術の効果

・暑さ指数を常時計測・監視できます。
・計測結果は、常時 遠方からも見える大型デジタル表示器で示したり、熱中症予防表示パネルで
の表示が可能です。 又、離れた場所に居る関係者へは熱中症注意情報を携帯メールへ自動配
信できます。
・連続した計測データを保存できるので、熱中症発症時の暑熱環境記録となります。
・150mm黒球温度計を採用することにより、JIS Z8504(人間工学-WBGT(湿球黒球温度)指数に基
づく作業者の熱ストレスの評価-暑熱環境)の規定に準じた黒球温度(輻射熱)を計測できます。

厚生労働省の「職場における熱中症の予防について(平成21年6月19日基発第0619001号)」に
は、暑さ指数(WBGT)を求めること等により、職場の暑熱の状況を把握し必要な作業環境管理、作
業管理、健康管理等を行うこととされています。 熱中症事故予防の注意喚起システムは、暑さ指
数測定に基づいて熱中症危険レベルを把握できます。
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写真・図・表

WBGT値_常時計測(設置型)と定時計測(携帯型)の違い
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技術名称 配管用RI密度計PIRICA（PIRICA-S1） 担当部署 営業部

NETIS登録番号 KK-170002-VE 担当者 遠山

社名等 ソイルアンドロックエンジニアリング株式会社 電話番号 06-6331-6031

技術の概要

技 術 概 要　

１．技術概要

　近年の自然災害の頻発・激甚化により、大小問わず重要なインフラ設備に支障を来すな
ど多大な被害が発生している。これらの災害に対し防災・減災かつ、安全・安心な生活づ
くりの実現が求められている。当技術は、配管用RI密度計PIRICAと称し、公共事業のイン
フラ設備工事や民間工事の地盤改良（表層改良・柱状（深層）改良）のセメントスラリー
の品質・PCグラウト材の品質など配管圧送を利用するすべての施工品質の確保に寄与する
ことを目的としている。また同時に、ICT（情報通信技術）に準ずる機能も備え、建設現
場における生産性の向上や人員の省略化を図ることが可能である。

２．技術の内容

　配管用RI密度計PIRICAは、所定の配管に設置するだけで、放射線(ガンマ線源:バリウム
133、またはセシウム137)を利用して、配管内を流れる試料(汚泥、泥土、セメントミル
ク、PCグラウト材、ダムの堆砂等)の密度を連続的に測定する機器である。測定対象物の
試料採取をすることなく、リアルタイムかつ連続的(1秒ごとのデータ)に密度測定・モニ
タリングが可能である。当装置は、軽量（約4.4ｋｇ）であり、使用に当たっては特別な
資格や届け出が不要（セシウム137の場合は簡単な届け出が必要)で誰でも簡単に設置・計
測が可能である。
　従来は、試料採取による密度計測（マッドバランスなど）において計測していたが、当
技術を用いると試料採取を行う必要がなく、1秒毎に連続測定され、人的誤差が生じる可
能性が無く、正確なデータが得られる。また、液体の密度のほか、濃度、W/C(水セメント
比)、単位水量を自動でデータとして取得できる。

３．技術の効果
　
　配管用RI密度計PIRICAは、圧送配管中を経由する対象試料全量の密度を計測することが
可能であり、さらにサンプリングを必要としない。また、計測用パソコン上には計測状況
がリアルタイム表示され、異常値の特定・施工実績の結果記録を残すことが可能である。
計測用パソコンに人員を配置できない場合のため、3色灯の警告ランプを設置することに
より直ちに異常値を周知することも可能である。また、クラウドサービスを活用すること
により現場から離れた事務所で計測状況を確認することが可能である。

４．技術の適用範囲

　・地盤改良でのスラリー計測、PCグラウト材の品質管理、シールド工法での排出土量
　　管理、 泥土改良装置における改良土の品質管理など
　・対象試料（セメントミルク・PCグラウト材・泥土・汚泥など）の密度を連続計測可能
　・配管用RI密度計PIRICA（PIRICA-S1）は、配管径1～8インチまでの配管に設置可能
　・測定対象は、液体、スラリー(※流体が満管状態であること)

　・測定範囲は密度で1.000～2.500g/cm3

　・固形分の比重を入力することで、濃度、W/C、単位水量などに換算可能

５．活用実績（2020年9月１日現在）

　・国の機関　119 件　（九州　9　件　、九州以外　111　件　）
　・自治体　  87　件　（九州　7　件　、九州以外　 82　件　）
　・民間　　  17　件　（九州　3　件　、九州以外　 14　件　）
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技術名称 ＭＫ・スクリューボックス「省力化工法」 担当部署 土木営業部

NETIS登録番号 ＫＫ－190039－Ａ 担当者 竹野　康郎

社名等 松井金網工業株式会社 電話番号 0798－47－1313

技術の概要

自治体　　11　件　（大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、岡山県　）　
民　 間　1　件　（兵庫　1　件　　）　

３．技術の効果

　MK・スクリューボックスは亜鉛アルミ合金めっき鉄線先めっき溶接金網をボックス型に加工した製
品です。正面網、側面網に加工硬化を施したスクリュー線を採用することで、これまで「かご」の弱
点とされていた正面網の強度不足を改善しました。正面網を改善したことにより石詰め作業が重機
で施工が可能となり作業が軽減され、施工日数の短縮が可能となります。

４．技術の適用範囲

・護岸工・水制工・根固め工・谷止工・切土・盛土の土留工・山腹工・積高5ｍ迄・勾配は3分勾配か
ら1割勾配迄
・省力化と耐さび性を要求される箇所

５．活用実績（2020年9月30日現在）

　従来技術は菱形金網で構成され部材がパネル状になっており、使用される材料も亜鉛めっき鉄
線G－3を採用している。菱形金網は柔軟性に優れており地盤に追従するが、一方作業性に関して
は柔軟性が弱点となり重機での石詰めが非常に困難であった。耐久性も亜鉛めっきG-3を採用し
ているため耐久性に劣ることになります。この2点を改善する製品を開発することとなりました。

　MK・スクリューボックスに使用される線材は、線材をスクリュー状にひねることで、同じ線径の従
来線材より引張強度の強い線材を製造することが出来る。これは塑性変形によって線材に加工硬
化が生じたことによるものです。金属材料などに一定以上の力を加え、その材料に弾性限界を超
える力を除去しても元の形には戻らず永久的に変形されたままとなります。この現象が塑性変形と
呼ばれます。また塑性変形した材料は引張強度が上がります。自社検査でスクリューボックスに使
用する線材Φ6ｍｍの引張強度の平均値は約650N/ｍ㎡です。これはΦ8ｍｍの引張強度の規格
290～540N/ｍ㎡となり、細い線でも十分な引張強度を持ちコストダウンが見込めます。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容
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１．線材の違い

２．引張試験結果

３．施工例

　←スクリュー線

　←普通線材

試験片 縦線径 横線径 線径平均 断面積 荷重（Ｎ）

Ｎｏ．１ 4.97 4.94 4.955 24.6 16090

Ｎｏ．２ 4.98 4.97 4.975 24.8 16100

Ｎｏ．３ 4.98 4.98 4.98 24.8 16020

平均値 4.977 4.963 4.970 24.7 16070

引張り強さ
290N/m㎡以上

655

650

646

651
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